
ご 自 由 に お 持 ち く だ さ い  

失語を知ろう 
 
 

失語症とは脳の病気によって、言語を司る言語中枢が

障害され、聴く・話す・読む・書くといった言語機能に

障害が出る病気です。 

言語の問題は外見では分かりにくく、他の人から理解

されにくいという事があります。そのため、ご本人の症

状を理解し、適切な方法で接する必要があります。 

 
 

 失語症によって生じる症状  
 

聴く 

⚫ 聴力は正常だが、聴いたことばの

意味が分からなくなる 

⚫ 大勢での会話を聴き取ることが

難しくなる 

話す 

⚫ 言いたいことばが浮かんでこない（喚語困難） 

⚫ 実際のことばと違うことばを言ってしまう（錯語） 

⚫ 文章で話すことが難しくなる 

⚫ 口や舌の麻痺がないのに、たどたどしくなる 

⚫ 前に言ったことばが続いて出てくる（保続） 

読む 

⚫ 文字や文章の意味が理解できな

くなる 

⚫ 一般的には漢字に比べ仮名のほ

うが難しいことが多い 

書く 

⚫ 文字が思い出せない 

⚫ 文章を書くことが難しい 

 

 

 失語症と間違われやすい症状  

⚫ 認知症 

認知症は記憶することが難しい状態です。失語症は言葉がうまく話せない状態で、 

物事の記憶ができないわけではありません。 

⚫ 難聴 

失語症は理解が難しくなっている状態で、耳は聞こえているため、大きな声で話す必要はありません。 

⚫ 構音障害 

構音障害は舌や口唇の麻痺により話しにくい状態ですが、失語症の場合、麻痺が原因ではなく、 

言葉を思い出すことが難しい状態です。 

  

言語聴覚士 



 
 
 
 
 
 
 

 失語症の方とコミュニケーションをとる上でのポイント  
 

⚫ ゆっくり分かりやすい言葉で話しかける 

 

 

⚫ 言い誤り（錯語）については過度に指摘せず、 

話の文脈から推測して接する。 

 

⚫ 言葉が出にくい場合は「はい」か「いいえ」で

答えられる話しかけをする 

 

⚫ 50音表は難しいことが多いため、どのような方

法が良いか言語聴覚士に相談する 

 

⚫ 話し言葉だけで理解しにくい時は、 

短い文字（漢字）や絵を書いて見せる 

 

 西リハ家族教室  

01.起き上がり・立ち上がり 

02.排泄ケア 

03.更衣・トイレ動作の支援  

04.失語を知ろう  

05.脳卒中再発防止の健康管理  

06.食事から生活を見直そう  

07.介護ストレスを減らすヒント  

08.介護保険の利用について 
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